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序   文 
 

 

 わが国では、過去数十年の間に出生率の低下・低迷、高齢化、未婚･晩婚化、離婚率の

上昇といった人口学的変化が進行した。これらは、世帯の規模と構成、形成や解体の過

程にも大きな影響を及ぼし、国民の生活単位である世帯は大きく変化している。国立

社会保障･人口問題研究所では、こうした世帯変動の現状を把握し、また世帯の将来動

向を予測するための基礎データを得ることを目的として、５年おきに「世帯動態調査」

を行っている。本報告書は、２０２４年７月に実施された第９回調査の結果をとりまとめた

ものである。 

  本調査の結果は、世帯数の将来推計の基礎資料として活用される。高齢の独居世帯や

夫婦世帯など高齢者の家族関係と世帯構成の変化やひとり親と子の世帯の動向の把握は、

社会サービス施策の重要性が高まるなかで厚生労働行政上において重要な資料を提供す

るものである。また、近年、未婚のまま親と同居を続ける若･青年層の増加などにも大き

な関心が寄せられている。本書が世帯の動向に関心を持つ方々の参考資料として利用さ

れることになれば幸いである。 

  この調査の実施に際しては、厚生労働省政策統括官（総合政策担当）付政策統括官室、

都道府県、政令指定都市、中核市、保健所ならびに調査員の方々、そして何より調査対

象者の皆様から多大なご協力を得ることができた。ここに深く感謝の意を表したい。 

  なお、この調査は、小池司朗（人口構造研究部長）、菅桂太（同部第一室長）、久井情

在（企画部第一室長）、清水昌人（情報調査分析部長）、貴志匡博（人口構造研究部主任

研究官）、小山泰代（同部第三室長）、藤井多希子（社会保障基礎理論研究部長）、中川雅

貴（国際関係部第一室長）、中村真理子（情報調査分析部主任研究官）、鈴木透（元・国

立社会保障・人口問題研究所副所長）、山内昌和（早稲田大学教育・総合科学学術院教

授）、廣嶋清志（島根大学名誉教授）、鎌田健司（明治大学政治経済学部准教授）からな

るプロジェクトチームによって実施されたものである。 

 

令和８年３月 

                                                   

国立社会保障・人口問題研究所長 
林 玲子 
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Ⅰ 調査の概要 
 

久井 情在・貴志 匡博・中村 真理子 
 
1. 第 9回世帯動態調査の概要 

わが国の出生率は 1970 年代後半以降置換水準を下回り、現在では先進国中でも低い部類

に属す。それでも過去の人口変動の慣性（人口モメンタム）により、しばらくは人口増加が

続いてきたが、その慣性も底をつき、2010 年代からは本格的な人口減少社会に突入した。

それに伴い急激な高齢化が進行しており、日本の高齢人口割合は世界で最も高い水準とな

っている。また、晩婚化・未婚化が継続しており、離婚率も戦後最高水準で推移している。 
これらの変化は、世帯の規模と構造、形成と解体の過程に大きな影響を与えていると考え

られる。増加する高齢人口の家族関係と世帯構成の変化、ひとり親と子から成る世帯の増加、

親と同居を続ける未婚の若・中年層の増加などは、学術的にも政策的にも重大な関心事であ

る。世帯動態調査はこうした世帯変動の現状を把握し、また世帯数の将来推計のための基礎

データを得ることを目的としている。 
今回で第 9 回目となる世帯動態調査は、前回（2019（令和元）年）から 5 年を経た 2024

（令和 6）年 7 月 1 日に、厚生労働省政策統括官（総合政策担当）付政策統括官室、都道府

県、政令指定都市、中核市、保健所設置市および保健所の協力を得て行われた。質問項目は

前回とほぼ同様で、現在の世帯規模・世帯構成に加え、過去 5 年間の世帯主経験、親元から

の離家、配偶関係の変化等の世帯形成・解体行動について尋ねている。 
 
2. 調査手続きと調査票の回収状況 
本調査は、2024 年国民生活基礎調査の対象地区から無作為に抽出した 600 調査区内のす

べての世帯を対象とする。調査票の配布は調査員が行い、調査票への記入は原則として世帯

主に依頼した。 
回答済み調査票は、これまで、調査員が再度訪問して回収していた1が、今回は、従来通

りの調査員による回収を基本としつつ、調査票の郵送提出ならびに政府統計オンライン調

査システムを援用したオンライン回答も可能とした。 
対象世帯数は 32,266 世帯であり、うち 19,842 世帯から調査票が回収された。この中か

ら全くの未記入票や、重要な情報が欠けている調査票を無効票とし、最終的に世帯主 18 歳

未満の世帯を除く 18,950 世帯を有効票とした。したがって回収率は 61.5%、有効回収率は

58.7%となる。有効回収率は前回の 62.3%から低下し、6 割を切ることとなった。 
世帯の家族類型の分布をみると表 I-1 のようになり、国勢調査等から想定される分布に比

べて単独世帯が過小になっている。具体的には、有効回収票に占める単独世帯の割合が

 
1 前回の第 8 回調査では、一部の地域で郵送回収を試験的に導入した。 


